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表１．本学の初年次教育の歩み         
1998年 関西国際大学（経営学部）開学    学習支援センター開設 
   
1999年 本学初の初年次教育プログラムとして「講義の攻略法」「レポートの書き方」を開講 
2001年 全学基本教育科目として「学習技術」を開講 
    
    人間学部開設 ポートフォリオの導入 




   
    ウォーミングアップ学習（入学前教育）の開始 
    
2006年 「初年次教育の総合化と学士課程教育への展開」特色ＧＰ採択 
   
    「ＫＵＩＳ学修ベンチマーク」制定  
    
    eポートフォリオ・システムの開発に着手 
    
2007年 eポートフォリオ・システムの本格運用を開始  
    
    学生メンター制度の導入  
    
2008年 「初年次サービスラーニングの取組」教育ＧＰ採択 
    
    eポートフォリオ・システムのバージョンアップ 
    
    全学基本教育科目として 「初年次サービスラーニング」を開講 
  
2013年 全学基本教育科目として「初年次セミナー」を開講 




















































平均 SD 平均 SD 差
1 学習面でうまくいっている 2.15 0.75 2.68 0.71 -0.52 -4.95 ***
2 課題の完成に十分な時間と労力をかける方だ 2.27 0.74 2.55 0.73 -0.28 -2.55 *
3 学期末などの試験準備には十分な時間と労力をかける方だ 2.08 0.59 2.48 0.71 -0.41 -4.51 ***
4 大学の図書館にない本は、自分で購入したり、取り寄せてもらう 2.19 0.94 2.14 0.98 0.05 0.34
5 読みや意味のわからない言葉があったら、辞典（ネット含む）で調べる 2.85 0.91 3.01 0.81 -0.16 -1.31
6 学科・専攻の学びは、自分の興味・関心に合っている 2.79 0.91 3.22 0.73 -0.43 -3.27 **
7 講義を受けたい学科・専攻の先生がいる 2.73 0.95 2.92 0.89 -0.19 -1.45
8 生活全般でうまくいっている 2.65 0.71 2.99 0.65 -0.34 -3.25 **
9 朝起きるのがとてもつらい 3.42 0.67 2.93 0.97 0.49 4.61 ***
10 日中、眠くてしかたがないことが多い 3.19 0.72 2.77 0.90 0.42 3.23 **
11 物事の取りかかりが遅い 3.21 0.70 2.96 0.85 0.25 2.01 *
12 物事をてきぱきとこなせない 3.00 0.77 2.68 0.85 0.32 2.78 *
14 自分は人の役に立つことができる 2.60 0.72 2.85 0.66 -0.26 -2.43 *
15 自分は必要とされている存在である 2.56 0.64 2.77 0.67 -0.22 -2.17 *









2013 年度入学生について 2 年次の総合成績（累積 GPA）で成績不振群と成績平均群に分け、1






平均 SD 平均 SD 差
【学習面】
1 学習面でうまくいっている 2.26 0.81 2.65 0.74 -0.39 -0.87 ***
2 課題の完成に十分な時間と労力をかける方だ 2.27 0.76 2.72 0.79 -0.45 -2.17 ***
3 学期末などの試験準備には十分な時間と労力をかける方だ 2.44 0.79 2.67 0.73 -0.23 -2.55 ***
4 大学の図書館にない本は自分で購入したり取り寄せてもらう 2.03 0.91 2.58 1.08 -0.54 -2.60 ***
5 読み方のわからない漢字があったら漢和辞典で調べるようにしている 2.24 0.92 2.58 0.95 -0.35 -3.20 *
6 学科・専攻の学びは自分の興味・関心にあっている 2.80 0.83 3.08 0.78 -0.29 -2.04 **
7 講義を受けたい学科・専攻の先生がいる 2.32 0.82 2.58 0.90 -0.26 -3.12 *
【生活面】
8 生活全般でうまくいっている 2.76 0.88 2.98 0.73 -0.22 -4.02
9 朝起きるのがとてもつらい 3.09 0.94 2.81 1.01 0.27 0.38
10 日中、眠くてしかたがないことが多い 2.73 0.89 2.68 0.93 0.05 1.08
11 物事の取り掛かりが遅い 2.95 0.99 2.85 0.88 0.09 0.90
12 物事をてきぱきとこなせない 2.73 0.87 2.62 0.83 0.11 0.07
【自尊感情、対人面】
14 自分は人の役にたつことができる 2.53 0.70 2.70 0.75 -0.17 -1.33
15 自分は必要とされている存在である 2.46 0.70 2.59 0.73 -0.14 -0.32
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【脚注】 
注１ 本学では全教員の出席を義務付けている。 




The purpose of this paper is to report this school’s efforts in helping freshmen adjust to college as well as 
future trends in student support. First, we outlined the First-Year Experience and individual support efforts at 
this school, and then we summarize the initiatives that are believed responsible for contributing to reducing the 
freshmen dropout rate. Next, we analyzed the characteristics of students with the feeling of maladjustment to 
college, and we examined the state of individual support that corresponds to each student’s personality. And 
then, in order to detect students who will feel maladjusted to college early, we examined effective indicators that 
predict the possibility that a student will have the feeling of maladjustment to college by analyzing the freshmen 
year data of sophomores. 
 
